












































































































文献の作者は， 「中央委員会」 7, 「政治局」 3, 「中央」 31, 「書記処」 84, 「軍
委」 20, 軍委をのぞく中央機関 16, 個人 23である。
「中央委員会」による 7文献は「対時局宣言」「賀電」「悼電」「国民党・蒋介石




















形式に注目すると， 178文献のうち，「決議」が 1, 「決定」が 15であるのに対
して，「指示」が 136件と全体の 4分の 3を占めている。このほか「通知」と「訓
令」がそれぞれ2件確認できる。
「決定」 15件の内訳は「政治局」 1, 「中央」 7, 「書記処」 4, 「宣伝部」 2, 「青
委」 1であり，「指示」 136件の内訳は「書記処」 78, 「中央」 23, 「軍委」 18, 「宣









当該時期における決議が 1939年 10月 10日の「中央関於反奸細闘争的決議」








『文件選集』所収の 178文献の来源は，「原件」 36, 「原抄件」 89, 「原複写件」
I, 「原油印件」 29であり，また刊行物からの収録として『新中華報』 5, 『解放』
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あり，劉少奇は 1939年3月~ll月まで，任弼時は 40年4月以降，周恩来は 39


























































朱徳 副主席 八路軍総指揮 書記
彰徳懐 委員 八路軍副総指揮 副書記
任弼時 委員 八路軍政治部主任 委員
菜剣英 委員 八路軍参謀長
林彪 委員 ー一五師師長 委員，―-五師軍政委員会害記
賀竜 委員 --0師師長 委員．一—0師軍政委員会雷記
劉伯承 委員 ――九師師長 委員．一＿九師軍政委員会書記
徐向前 委員 ――九師副師長
張浩 委員 一ー九師政訓処主任 委員

















電報文献 546 件を抽出し，その日付．件名• 発信者・受信者を MS-Access資料
として整理した 14)。ここでは，延安を発信地とする電報 264件 15)を用いて書記
処と軍事委員会の関係に関する若干の考察を試みる。
この延安発信の電報264件の発信者の内訳は，①中央政治局 2,②中央書記処
86, ③軍委 9, ④軍委総政治部 8, ⑤中央 9, ⑥中央＋軍委 12, ⑦書記処＋軍委
4, ⑧軍委＋総政治部4, ⑨書記処＋総政治部 1, ⑩毛沢東 22, ⑪毛十王 26, ⑫ 
毛十王十a13, ⑬毛十朱6, ⑭毛十朱十王 40, ⑮毛十朱十王…2,⑯王…5;⑰軍










































常委 朱徳 総司令 朱徳 書記 朱徳












委員 盈栄線△ 委員 孤栄蔑△
委員 賀龍△
委員 劉伯承△

















































9) 『組織史資料』が提示する当該時期の政治局委員は張浩を除外すると I 人で［中



















14)文献の来源は，『八路軍文献』 209, 『新四軍文献』 238, 『毛沢東軍事文集』 24, 『中
共中央文件選集』 38, 『中共中央北方局』 23, 『南方局党史資料』 14である。
15)電報の発信地は，延安 264件のほか，一八集団軍総部所在地 115件，重慶 9件，
新四軍総部所在地＝院南42件，江北地区83件である。
16) このほか「中原局」宛のものが 1件，「翼中」「河南，山東，長沙」とするもの各 l
件を見出すことができる。
17) このうち， 6月28日， 7月22日， 8月20日， 26日， 9月2日， 7日， 16日， 10 
月5日， I月26日， 27日， 12月 1日， 2日発信の各電報は， 「朱総」あるいは「軍
委」に同報している。
文献
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